
食料科学委員会畜産学分科会（第２１期・第１回）議事要旨 

 

日時：平成 20 年 12 月 19 日（金）15：30～17：00 

場所：南青山会館 新館 小会議室 

出席：矢野秀雄、柴田正貴、川島知之、金井幸雄、楠原征治、佐藤英明、島本義也、 

矢野史子、吉澤緑 

   小川保彦（事務局） 
議事： 

１）委員長、副委員長、幹事の選任 
 委員長として矢野秀雄委員が選任され、委員長からの指名により柴田正貴委員が副委員

長に、入江正和委員と川島知之委員が幹事に選任された。 
 
２）前回分科会の議事要旨の承認 
 第 20 期・第７回の議事要旨が承認された。 
 
３）今後の畜産学分科会の活動について（対外報告、シンポジウムの開催） 
（１）日本の展望－学術からの提言 畜産学分科会からの提言 
  将来の日本を展望するため、学術会議が提言をとりまとめている。その一環として畜

産学分科会からの提言をとりまとめ、すでに食料科学委員会に提出した。修正は可能で

あるため、畜産学分科会の委員にその原稿をメールで配布し、加筆・修正に関する意見

をとりまとめる。 
 
（２）「畜産学の有用性」に関する提言 
  現在とりまとめ中の本提言について川島委員より説明がなされた。 
 文言等の修正のあと、再度委員に意見を求め、その後、唐木委員を通じて、医学や栄養

学の関係者に意見を求めることとした。 
 
（３）「畜産学の有用性」に関するシンポジウムの開催 

「畜産学の有用性」に関するシンポジウムを３月末の畜産学会大会に合わせて開催でき

ないか検討を進めていたが、同時期に食肉研究会が同様のシンポジウム開催の準備を進め

ていることから、畜産学分科会がそのシンポジウムの主催者に加えていただく方向で検討

することとした。また、提言がまとまった段階で、乳、卵、食肉を対象とした一般向けの

シンポジウムの開催を検討する。 
 
４）その他 
 次回の分科会は３月末の畜産学会大会期間中に開催予定。詳細は別途連絡する。 

以上 


